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　中販連は去る７月２５日に広島パシフィックホテル ( 広島内市 ) にて、第８回通常総会を開催しました。
ご来賓として農水省牛乳乳製品課、中酪、全国連、各県行政からの臨席を得て、議長に選任にされた原田組
合長（山口県酪農農協）の進行の下、全議案が原案通り可決されました。
　未曾有の酪農経営の窮状で廃業者の多発に連動する生産基盤低下の一日も早い脱却を期するため平成２０
年度事業計画においては再生産可能な乳価実現を最優先する取り組み事項としました。
以下、通常総会における議決事項等の概況について報告します。

　上程・可決された議案

第１号議案　第 8 年度（平成 19 年度）事業報告及び剰

余金処分案承認の件

第２号議案　第 9 年度（平成 20 年度）事業計画案の承

認の件

第３号議案　第 9 年度（平成 20 年度）賦課金及び徴収

方法の承認の件

　　　　　　本委託数量 1kg 当たり 16 銭を乳代精算

時に徴収する。

第４号議案　理事並びに監事の報酬に関する件

　　　　　　第９年度（平成 20 年度）の理事報酬額は

総額 200 万円以内、監事報酬額は総額

50 万円内とし、その範囲内における各理

事の報酬並びに各監事の報酬額は、理事

会、監事会に一任する。なお、理事は５名、

監事は２名。

　審議の経過

１．第８年度 ( 平成１９年度 ) 主要事業実施内容

①指定団体機能の整備強化推進について　
　　「中国生乳販連が目指す指定団体機能強化の基本構

想」に基づき、３会員（島根・岡山・広島）先行によ

る共販体制推進を図るため、今年度より送乳経費並び

にＣＳ経費について現行経費に基づく共同計算を開始

しました。

②受託乳量の状況・・・生乳計画生産実績
　　２年連続の減産型計画生産への取り組みにおいて、

今年度は会員間に生産力格差をもたらしました。

　　受託乳量は 323,183㌧、前年度実績対比 98.2％

平成20年度は再生産可能な乳価の実現を!
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　 上期累計 下期累計 合　計

数　量 前年比 数　量 前年比 数　量 前年比

受　

託

会員 161,913 97.2 161,268 98.9 323,181 97.5

公共施設 665 137.2 563 100.5 1,228 117.9

総受託乳量計 162,578 96.3 161,831 98.9 324,409 97.6

販　

売

域内乳業 146,006 97.6 145,012 100.0 291,018 98.8

域外乳業 16,572 85.9 16,819 90.44 33,391 88.1

販売数量合計 162,578 96.3 161,831 98.9 324,409 97.6

※端数処理の為、合計不一致

となりました。

　　会員別には計画生産において特別枠Ｂ ( 飼料用全

脂粉乳農家還元 ) を組み入れた鳥取県が前年度実績比

101.6％の増産となった。鳥取以外の４県は枠内の

生産となり前年度実績を下回りました。

第８年度（平成 19 年度）会員別生乳受託実績
　　（単位：トン・％）

③総受託販売量
　　 公 共 施 設 分 を 含 む 本 会 の 総 受 託 販 売 実 績 は

324,409㌧前年比 97.6％となった。販売に当って

は、全国連と連携を図り需給調整に努めました。

　その結果、域内業者への販売は全体の 89.7％に当る

291,018㌧、前年度実績比 98.8％、域外乳業へは

10.3％に相当する 33,391㌧、同 88.1％であった。

域内と域外の販売比率は 89.7：10.3 となり前年度

に比べ域内比率が 1.1 ポイント上昇しました。

　　なお、指定団体間再受委託制度に基づく九州生乳販

連からの再受託の運営は処理乳業者の処理不振により

今年度期首から中止しました。

第８年度（平成 19 年度）総受託販売実績　（単位：トン・％）

④用途別販売量
　　用途別販売状況 ( 公共施設分含む ) は、全国と同

様に消費低迷下にある飲用牛乳向けが前年度実績比

95.5％と減少、他方、醗酵乳等向けは同 105.2％、

生クリーム向けも同 104.9％と増加しました。

　　加工向けについては年末年始余乳の処理量が増加

し、年度ベースでは同 101.2％となりました。

　　なお、加工原料乳認定数量の 14,416㌧は国の割

り当て限度数量を超過しましたが、全国ベースで限度

数量内に収まったことから再調整され、当連合会とし

ての限度数量超過は解消されました。

第８年度（平成 19 年度）用途別販売実績（公共含）
　　（単位：トン・％）

⑤乳価交渉について
　⑴　平成 19 年度の乳価交渉を巡る情勢は、２年連続

の減産型計画生産に取り組む中で、配合飼料価格

の高騰による酪農経営の窮状招来、過剰乳製品在

庫の減少等により、生産者団体側には乳価値上げ

に妥当性のある環境が整備されたことから ｢現行価

格以上 ( 但し、学乳向けは据え置き )｣ の要求で交

渉に臨みました。

　  　更に、生産者の窮状アピールに係る消費者への理

解訴求運動について中国地区酪農政治連盟協議会

との連携により広島駅前広場にてチラシ配布を行

い、消費者の理解ある反応を受けました。

　⑵　しかしながら、乳業側からは乳価値上げ原資の確

保を理由に、平成 19 年度乳価については据え置き

妥結で区切りをつけ、改めて、年度内における平

成 20 年度乳価の前倒し交渉が提案されました。

　⑶　交渉は全国的に難航を極めこう着状態を続けまし

た。当連合会は数次に亘り生乳受託販売委員会を

開催し対応に取り組みましたが乳業側の壁は厚く、

全国情勢を見極め、平成 19 年度乳価は据え置き、

20 年度乳価については

　　ア　飲用牛乳向けは平成 20 年度期首から３円／㎏

値上げ。

　　イ　醗酵乳等向けは、３円値上げで平成 19 年度

12 月から前倒し適用。

　　ウ　加工向けは、平成 19 年度 12 月から現行の北

海道取引価格を前倒し適用、更に平成 20 年度期

首からは北海道の妥結乳価を適用。

　　以上の内容を中間合意として位置付け、平成 20 年

度移行後に次期交渉に取り組む妥結となりました。

⑥生乳の安全・安心確保対策について
　　県域組織と連携を図り酪農家におけるチェックシー

ト記入の定着を図ると共に、活動状況や課題等を踏ま

え、今後の円滑な推進に向けて意見交換を行いました。

⑦補助事業への取組み
　　行政 ･ 農畜産業振興機構及び中央酪農会議等の指

導を得ながら 13 の補助事業に取り組み実績総額は

　 上半期 下半期 年度累計

数　量 前年比 数　量 前年比 数　量 前年比

鳥　取 32,249 100.8 32,432 102.4 64,681 101.6

島　根 30,884 98.3 31,302 101.3 62,187 99.8

岡　山 57,257 95.8 56,435 98.8 113,692 97.2

広　島 30,570 96.3 30,345 96.8 60,915 96.5

山　口 10,953 94.0 10,755 95.2 21,708 94.6

中販連合計 161,914 97.2 161,269 99.3 323,183 98.2

※端数処理の為、合計不一致

　 上半期 下半期 年度累計
数　量 前年比 数　量 前年比 数　量 前年比

飲用向
（学乳向含） 122,371 93.9 120,496 97.2 242,867 95.5

醗酵等向 28,283 105.6 26,671 104.8 54,954 105.2

生クリーム向 5,746 103.7 6,187 106.1 11,933 104.9

チーズ向 115 102.7 124 102.5 239 102.6

加工向 6,061 100.6 8,355 101.6 14,416 101.2

合計 162,578 96.3 161,831 98.9 324,409 97.6

※端数処理の為、合計欄不一致
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412,266 千円となりました。各事業の実績は以下の

とおりです。

平成 19 年度補助事業の実績状況　　　　　（単位：円）

第８年度（平成20年3月31日）剰余金処分計算書 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円） 

次期繰越金には、会員の農業の経営及び技術の向上並

びに農村の生活及び文化の改善に充てるための繰越金

100,000円が含まれています。

１.　第9年度(平成20年度)事業計画主要取り組み事項

⑴再生産可能な乳価の実現
　酪農経営窮状の打開による管内生産基盤の安定化を期

するため、次期乳価交渉において再生産可能な乳価の

実現に取り組みます。

⑵生乳の安全安心確保対策
　生乳取引の安定化及び牛乳乳製品の消費促進の基本は

生乳の安全安心の確保にあることから、生乳生産・流

通の過程における記録・記帳の励行に取り組みます。

⑶指定団体組織・機能の整備強化
　①５県共販への移行を緒につけるため乳代及び販売経

費共同計算の拡充対策を実行する。

　②平成２０年度計画生産対策の５会員一体的な取組み

を図り、中央拠出金および調整乳に係る経費は共

同負担に移行します。

　③平成２１年度に向けた生乳広域検査体制の構築を始

めとする指定団体組織・機能の整備強化に係る基

本計画となる HOSTYデーリースクラム 21プラン

の集大成を図ります。

⑷生乳計画生産対策の実施
　　平成20 年度生乳計画生産対策の運営は3 月14 日

開催の生乳受託販売委員会・理事会の決定内容を踏ま

え、当連合会に対する中央配分数量322,006㌧、前年

度実績対比100.0％を会員別に配分設定します( 超過

アローアンスは含まない)。

　　会員別の配分設定は、前年度実績における会員間の

特別枠Ａの流動化実施後の管理基本数量に基づき按分

設定を行うとともに、会員は配分された数量にチーズ

向けを加算した数量を計画生産目標数量として個人別

に配分し月別管理を行うものとします。

　　なお、超過・未達に係るペナルティー等は中央取り

決めに順ずるものとします。

第９年度（平成 20 年度）会員別計画生産数量の設定
　( 単位：㌧・％ )

会員県
A 

供給目標数量
B 

チーズ向数量
C=A+B 

計画生産目標数量
D 

前年度実績対比

鳥  取 63,539 0 63,539 98.5％

島  根 61,958 170 62,128 100.2％

岡  山 112,756 66 112,822 99.5％

広  島 61,107 0 61,107 100.6％

山  口 22,646 0 22,646 104.6％

計 322,006 236 322,242 100.0％

科　　　　目 金　　　額

１　当期未処分剰余金 3,891,554
２　任意積立金取崩額 0

計 3,891,554
３　剰余金処分額 0
　　⑴　利益準備金 1,000,000
　　⑵　任意積立金 0
　　⑶　出資配当金 0
　　普通出資に対する配当金 0
　　後配出資に対する配当金 0
　　⑷　事業分量配当金　 0
４　次期繰越剰余金 2,891,554

31,864,750,000
51,760,000
29,550,000

657,316,000
31,864,750,000

29,550,000
657,316,000

51,760,000

103.2%
99.7%

122.6%
98.6%

103.2%
122.6%

98.4%
102.9%

2,500,000
2,040,000

595,000
17,500,000

621,000
70,000

417,000
0

360,000
24,103,000

100.0%
102.9%
102.9%
100.0%
104.9%

72.0%
98.5%
0.0%

100.0%
98.0%

8,954,000
2,325,000

850,000
728,000
636,000

1,360,000
80,000

700,000
100,000
254,000
400,000
540,000
355,000

17,282,000

119.6%
101.9%
144.0%
108.3%
125.3%
150.3%
157.1%
485.4%
308.8%

98.5%
16.8%
98.1%
68.6%

105.5%
200,000

6,324,000
0

6,524,000

116.8%
98.9%

****
99.3%

197,307
100,000
295,000

5,190,000
1,191,200

12,000
50,000

7,035,507
0

54,944,507
3,184,507

64.5%
****

106.6%
100.7%
178.3%

94.0%
121.1%
108.9%

****
101.8%

86.6%
1,430,000
3,410,000

551,257,732
124,070,100
680,167,832

100,000
3,410,000

549,160,732
124,070,100
676,740,832

242,493
0
0

242,493

51.1%
102.1%

96.1%
140.8%
101.9%
349.9%
102.1%

96.3%
140.8%
102.2%

11.3%
*****
*****

9.0%
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税
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323,500 324,412,630 99.7%

第9年度（平成20年度）度事業計画
（1）取扱計画

（2）損益計画　　　　　　　　　　　　　　　　　 （単位：円）

事

業

管

理

費

計　　画 実績比

計　画 （単位：t）項　　目 実　績 （単位：円） 実績比

科　　　　目

生 乳 販 売 数 量

事　業　収　益  (売　上　高）
事　業　収　益  (販売手数料）
事　業　収　益  (全国連手数料）
事　業　収　益  (送乳収益・CS）
事　業　費　用  (仕　入　高）
事　業　費　用  (販売委託業務費）
事　業　費　用  (送乳経費・CS）
事 業 総 利 益

役 員 報 酬
給 与 手 当
給与手当（賞与）給与
負 担 金
法 定 福 利 費
福 利 厚 生 費
役 員 退 任 慰 労 金 繰 入
役 員 退 慰 労 金
退 職 給 付 費 用
　 計 　
旅 費 交 通 費
会 議 費
接 待 交 際 費
通 信 運 搬 費
消 耗 品 費
印 刷 費
広 告 宣 伝 費
信 用 調 査 費
研 修 費
教 育 情 報 費
安全安心対策費支払
支 払 手 数 料
雑 費

計
租 税 公 課
負 担 金
賦 課 金

　計
減 価 償 却 費
修 繕 費
水 道 光 熱 費
賃 借 料
リ ー ス 料
保 険 料
消 耗 備 品 費
　 計 　

貸 倒 引 当 金
　 計 　

雑 収 入
受 取 再 委 託 推 進 費
受 入 補 助 金
受 入 生 産 者 補 給 金
　 計 　
雑 損 失
支 払 再 委 託 推 進 費
支 払 補 助 金
支 払 生 産 者 補 給 金

　計
経 常 利 益
特 別 利 益
特 別 損 益
税 引 き 前 当 期 利 益

事 業 損 失

30,950,404,000
51,854,080
26,358,000

664,588,000
156,025,000

30,950,404,000
26,358,000

664,588,000
156,025,000

51,854,080

30,866,523,300
51,906,021
24,097,705

666,359,315
107,454,470

30,866,525,023
24,097,705

667,945,681
107,454,472

50,317,930

99.7%
100.1%

91.4%
100.3%

68.9%
99.7%
91.4%

100.5%
68.9%
97.0%

2,500,000
1,992,000

581,000
17,500,000

606,000
70,000

424,000
556,000
360,000

24,589,000

2,499,972
1,982,640

578,270
17,500,000

591,947
97,267

423,330
554,992
360,000

24,588,418

100.0%
99.5%
99.5%

100.0%
97.7%

139.0%
99.8%
99.8%

100.0%
100.0%

7,478,000
2,239,000
1,300,000

720,000
636,000

1,300,000
80,000

850,000
50,000

254,000
2,500,000

540,000
325,000

18,272,000

7,489,342
2,281,358

590,434
672,177
507,772
904,578

50,934
144,200

32,381
257,940

2,380,953
550,214
517,403

16,379,686

100.2%
101.9%

45.4%
93.4%
79.8%
69.6%
63.7%
17.0%
64.8%

101.6%
95.2%

101.9%
159.2%

89.6%
160,000

6,376,000
0

6,536,000

171,253
6,396,000

0
6,567,253

107.0%
100.3%

*****
100.5%

306,100
100,000
295,000

5,088,000
691,200

12,000
50,000

6,542,300
0

55,939,300
4,085,220

306,078
0

276,809
5,153,200

668,100
12,770
41,295

6,458,252
0

53,993,609
3,675,679

100.0%
*****

93.8%
101.3%

96.7%
106.4%

82.6%
98.7%

*****
96.5%
90.0%

1,552,000
3,400,000

555,237,000
105,500,000
665,689,000

100,000
3,400,000

552,731,000
105,500,000
661,731,000
▲ 127,220

556,000
0

428,780
*****
*****
*****
*****

2,799,160
3,340,000

573,445,415
88,102,722

667,687,297
28,577

3,340,000
570,387,705

88,102,722
661,859,004

2,152,614
554,992

0
2,707,606

714,900
1,992,706
1,898,848
3,891,554

180.4%
98.2%

103.3%
83.5%

100.3%
28.6%
98.2%

103.2%
83.5%

100.0%
-1692.0%

99.8%
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件
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業
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費

施

設

費

諸
税
負
担

事
業
外
収
益

事
業
外
費
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324,088 324,412,630 100.1%

第8年度（平成19年度）事業実績
（1）取扱実績

（2）損益実績　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

事

業

管

理

費

計　　画 実　　績 計画比

計　画 （単位：t）項　　目 実　績 （単位：円） 計画比

科　　　　目

生 乳 販 売 数 量

事　業　収　益  (売　上　高）
事　業　収　益  (販売手数料）
事　業　収　益  (全国連手数料）
事　業　収　益  (送乳収益・CS）
事　業　収　益  (特別対策Aに係る収益）
事　業　費　用  (仕　入　高）
事　業　費　用  (販売委託業務費）
事　業　費　用  (送乳経費・CS）
事　業　費　用  (特別対策Aに係る費用）
事 業 総 利 益

役 員 報 酬
給 与 手 当
給与手当（賞与）
給 与 負 担 金
法 定 福 利 費
福 利 厚 生 費
役員退任慰労金繰入
役 員 退 慰 労 金
退 職 給 付 費 用
　 計 　
旅 費 交 通 費
会 議 費
接 待 交 際 費
通 信 運 搬 費
消 耗 品 費
印 刷 費
広 告 宣 伝 費
信 用 調 査 費
研 修 費
教 育 情 報 費
安全安心対策費
支 払 手 数 料
雑 費

計
租 税 公 課
負 担 金
賦 課 金

　計
減 価 償 却 費
修 繕 費
水 道 光 熱 費
賃 借 料
リ ー ス 料
保 険 料
消 耗 備 品 費
　 計 　

貸 倒 引 当 金
　 計 　

雑 収 入
受 取 再 委 託 推 進 費
受 入 補 助 金
受 入 生 産 者 補 給 金
　 計 　
雑 損 失
支 払 再 委 託 推 進 費
支 払 補 助 金
支 払 生 産 者 補 給 金

　計
経 常 利 益
特 別 利 益
特 別 損 益
当 期 利 益
法 人 税・住 民 税・事 業 税
当 期 剰 余 金
前 期 繰 越 金
当 期 末 未 処 分 剰 余 金

事 業 損 失

補　助　事　業　名 19 年度実績額
（補助金・助成金ベース）

酪農理解醸成活動推進事業 68,250

消費拡大地域活動支援事業 2,580,293

牧場ふれあい支援助成事業 848,102

牧場・乳業ふれあい支援事業 848,104

酪農飼料基盤拡大推進事業 13,231,341
生 乳 需 要 構 造 改 革 奨 励 金 
交 付 事 業 141,599,414
広 域 指 定 団 体 生 乳 需 要 
緊 急 確 保 事 業 80,191,128
酪農振興行動計画策定事業 

（ 山 口 県 単 独 事 業 ） 468,000
生乳生産体制総合推進事業 

（ 岡 山 県 単 独 事 業 ） 1,512,000
生 乳 乳 製 品 流 通 対 策 事 業 

（ 広 島 県 単 独 事 業 ） 1,156,000
強い農業づくり交付金事業 

（ 島 根 県 単 独 事 業 ） 524,000

加工原料乳経営安定対策事業 17,187,200

加工原料乳生産者補給交付金 152,052,559

合　　　　　　　計 412,266,391
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⑸消費拡大対策の推進
　　日本酪農乳業協会及び中央酪農会議が行う牛乳・乳

製品消費拡大対策の管内における実効を期するため会

員及び関係組織との連携による活動を行います。

　　また、酪農教育ファームを拠点とする消費者交流等

の酪農理解醸成活動に取り組みます。

⑹総務及び広報機能の強化
　① 債権保全対策
　　生乳代金等債権保全対策として、定期的な信用調査

を実施するとともに取引乳業者に対する人的・物

的担保の差し入れ及び保証金の積み立て等を要請

し保全数量の拡大を図ります。

　② 特別会計及び預かり金の適正な運用管理
　　特別会計において運用する加工原料乳経営安定化対

策事業に係る生産者拠出金及び当連合会を経由す

る中央団体への拠出金、更には当連合会固有事業

に係る預かり金について適正な管理・運用を図り

ます。

　③ 情報連絡・広報機能の強化
　　当連合会の事業運営に係る理解促進を図るため、行

政機関及び関係団体との連絡調整を図るとともに、

生産者に対する機関紙 ( 中販連だより ) の発行や

ホームページの開設等の広報機能の強化に努めま

す。

⑺補助事業の適正運営
　　当連合会が実施主体となる指定助成事業を始めとす

る補助事業について会員組織の参加意向を踏まえた取

組を図るとともに、適正な運営に努めます。

総会に寄せて 挨 拶 要 旨

乳価 10 円値上げは命がけの要求
＜千葉会長挨拶＞

　第８回の中販連通常総会

の開催にあたり、農林水産

省渡辺生乳班長をはじめ多

くの来賓の方のご臨席を賜

り盛会時に開催できる事を

衷心より厚くお礼申し上げ

ます。また、各会員におか

れましても多忙の折りご出

席ありがとうございます。

　平成 19 年度の日本経済は、米国のサブプライム問題

で揺れた年であり、サブプライムローン崩壊により資金

が原油、穀物相場に投資され、食料品を始め全てのもの

が値上がりし、大変厳しい一年だったと思います。また

中国の餃子問題に始まり産地偽装等食の安全安心が強く

問われた年ではなかったかと思います。

　酪農業界は脱粉、バターの過剰超過により減産を余儀

なくされ大変弱体化した年でもありましたが、異常気象

やロシアを始め新興国の消費が飛躍的に伸びた事により

世界的に乳製品がひっ迫し価格の高騰に伴い国内在庫も

一掃されました。

　しかし飼料、諸材料費の高騰により酪農経営は大変な

年でもありました。

　中販連の計画生産は前年対比 98.7％の減産枠に対

し 53㌧の超過となりましたが超過アローアンス内に収

まったことは会員の皆様のご協力の賜物であり衷心より

厚くお礼申し上げます。

　平成 20 年度生乳生産計画は乳製品在庫の一掃により

前年比 100％となり、この酷暑で生乳生産は減少して

いますが自由に生乳生産ができる状況となりました。

　19 年度乳価交渉は大変厳しく且つ異例の経過を辿り

ました。

　酪農経営には窮状が進行しつつあることから指定団体

は現行乳価以上の要求で交渉に臨みましたが卸・小売価

格に転嫁できない乳業側の構造的な事情が障壁となりま

した。

　７・８月に精力的な交渉を行いましたが、難航の末、

平成 19 年度乳価は据え置き、直ちに次年度乳価の前倒

し交渉に取り組むこととなりました。

前倒し交渉は 11、12 月を期間に来年度乳価を決着さ

せたいと交渉しましたが、10 円の値上げ要請の中で最

終的には中間合意として３円で決着せざるを得ませんで

した。この事について指定団体への批判が続出し残念な

結果となりました。

　このような乳価交渉結果をお詫びしたいと思います

が、その後、20 年度酪農関連政策において、北海道の

乳価交渉で実質 5.1 円の値上げとなり、政府、自民党

ＰＴ ( 配合飼料価格高騰プロジェクトチーム ) の中で北

海道並に内地も乳価を上げないと酪農が衰退するとのご

理解を頂きまして経産牛１頭当り 16,500 円という助

成を頂き、更に期中において配合飼料価格安定対策のお

ける４％の追加補填停止の見返りとして 9,000 円の追

加支援を頂きまして一息ついたところではありますが、

それ以上の飼料高騰により現状では焼け石に水状態に

なっています。

　現在は中間合意で賄えない生産費を平成 20 年度乳か

の次期交渉として一生懸命頑張っているところでありま

す。粗飼料もこの８月になれば 10 円程度値上げがある

のではないかと事であり、中販連は乳業メーカーに 10

円の値上げ要請をいたしました。

　乳業メーカーも大変厳しい酪農情勢は理解できるが、

量販店と乳業メーカーとの関係は昔とかなり違ってお

り、営業マンも量販店の若いバイヤーと交渉する中で大

変厳しいのが現状であるとも伺っております。

　生産者も乳業メーカーの現状を理解しないといけない

とは思いますが、我々は命がけで 10 円を要求している
と強く言っています。また値上げによって消費の減退を

覚悟して交渉しないと 10円到達は難しいと感じていま

す。

　量販店と乳業メーカーの関係、乳業メーカーと生産者

の関係は希薄になっています。この現状を打開するのは

難しいが精一杯頑張っていきたいと思っています。

　しかし指定団体だけに任されても解決する問題ではな

く、酪政連を中心とする酪農家一人一人が頑張ろうと言

う気持ちにならないと難しい状況になっています。７月

31 日には全国の酪農民大会があると聞いており、酪農

家の訴えを消費者の皆様に解って頂ける大会にして値上

げ交渉に繋がるようにとお願いしているところです。

　最後になりましたが、中国生乳販連も発足当初は

1,500 戸あった酪農家が本年度中には 1,000 戸を割

る状況にあります。衰退を食い止めるためにも指定団

体として力を発揮できるような組織に早く強化したいと

思っています。会員皆様の事情もあり、機能強化がなか

なか進まない状況ではありましたが、平成 22 年４月か

らの完全共販を目指し頑張ろうという議決も頂き、真の

指定団体として酪農家の負託に応えられる方向を目指し

たいと頑張っているところです。

　一酪農協の組合長としては搾乳牛 40 から 50 頭、５

㌶の耕作面積で最低でも年間 800 万円程度の収益が出

せるような家族経営を理想にしており酪農が楽しめるよ

うな状況を作れるよう一生懸命頑張って行きたいと思っ

ています。

　会員の皆様方の地元でいろいろな事情があるとは思い

ますがご協力を頂きまして今後の指定団体運営を進めて

まいりたいと思いますのでよろしくお願いし、意を尽く

せませんが開会の挨拶とさせて頂きます。
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中販連の課題は生乳検査体制の統一化

＜農水省牛乳乳製品課　渡辺課長補佐（生乳班長）挨拶＞

　第８回の中国生乳販連の

通常総会に際しまして一言

お慶び申し上げます。

　中国地区の指定団体が広

域化をされまして、ご苦労

も多々おありだったと思い

ます。特に中国では３県が

先行して広域化に取り組ん

でおられるという事ですが、やはり全県まとまって指定

団体全体を支えて頂く事が重要だと思います。

　今の課題としては検査の問題について早急に統一化、

集約化していただくのが重要ではなかろうかと思ってい

ます。我々もこれからの取組を期待している状況であり

ぜひともお願いしたいと思います。

　最近の情勢ですが、現下の最大の関心事項というの

は飼料を始めとする生産資材の価格高騰でございます。

我々も与党ともいろいろご相談しながら２月に前倒して

20 年度の畜産物価格と対策を決めました。

　都府県対策については、その後も飼料の高騰が続いて

おり２月に対策を決めたばかりではありますが、一番重

要な飼料価格安定制度についての財源の安定運用を見直

しをせざるを得なかったという状況もあり、その影響を

緩和する意味で加工原料乳について初の補給金単価の期

中改定と都府県対策の更なる上乗せを決めました。

　酪農家への周知徹底等にご尽力頂いておりますが、こ

の対策の趣旨、内容を全ての酪農家へ今一度更にＰＲし

て頂いて、交付金も速やかに行きわたるようにお願いし

たいと思います。

　財源も限りがある中で対策を２回行うわけであり、最

大限の効果を上げるためにはこれらの事業が浸透して酪

農家が意欲的に取り組んで頂く事で効果が生まれます。

実施体制、円滑な事業の実施につきましてご協力を今一

度お願いしたいと思っています。

　千葉会長から量販店、乳業、生産者団体の関係は希薄

になっているというお話もありましたが、生、処、販の

共通認識を持って頂いて、同じ目線で厳しい状況を十分

理解することによるお互いの信頼関係、意思疎通が重要

であり、我々も理解醸成という形でブロック理解醸成会

議を開催しています。末端の価格引き上げに繋がるよう

な、引き上げを行い易くなる様な環境づくりを我々も側

面的な支援、環境づくりに力を入れて行きたいと思って

います。

　乳価交渉の件でございますが、今まさに真っ只中とい

う状況であり、指定団体が交渉する事になっていますが

指定団体内部でもまとまりを持って交渉担当者をバック

アップ、サポートして頂く。そういう意味で組織内での

今一度意思統一を諮っていただきたいと思っています。

　また、酪農家の利益確保を第一として設立をされた経

緯がある農協系の乳業におかれましてもリーダーシッ

プを取っていただいて、率先して交渉に応じていただく

ような役割を期待したいと思っています。各社経営戦略

もあるとは思いますが、酪農家の皆様方の経営を維持し

て頑張っていただかないと将来の安定供給も無い訳であ

り、互いの共存共栄が量販店への信頼確保にも繋がって

いき、消費者の理解も得られていく事ですのでなにとぞ

取組をよろしくお願いしたいと思います。

　暑い日が続く中、20 年度の生乳生産は増産型でス

タートを切っていますが、特に都府県の生産が４月以降

引き続き伸び悩み前年を下回って推移しています。一朝

一夕に生産を上げるというのは難しいのですが、これま

で減産でご苦労されたという状況もあり、国産第一とい

う認識の下に安定供給をはかって行く事こそが乳業者、

国民消費者の信頼に繋がり、これが最終的には価格への

理解へも繋がっていくと思っております。

　中酪からの通知もあると思いますが暑熱対策等の基本

的な飼養管理、作業の取組について生産者に確認して頂

くことも重要と思います。飼料給与のあり方を見直す時

期にあるではないでしょうか。これらを通じ牛の飼養環

境を改善することにより外部からの導入見直し等やるべ

き事があると思います。

　最後に指定団体の今後のあり方については自民党飼料

高騰ＰＴでその方向についてご議論いただいているとこ

ろであり、短期、中期の取り組むべき重要な課題として、

集送乳の合理化、需給調整機能の強化、それらにより最

終的には流通コストの削減を求められています。

　乳価を上げると同時に酪農家は生産性の向上の努力を

総会に寄せて 挨 拶 要 旨

指定団体との連携を強化し酪農窮状打開に取り組む
＜㈳中央酪農会議　門谷専務理事挨拶＞

　第８回通常総会の開催お

めでとうございます。私の

ほうからは２点ほどご紹介

をさせていただきます。

１点目は当面の課題として

酪農経営が悪化している中

でどう改善するかという事

であります。指定団体とし

て出来る事は有利に生産物を販売していく事でありま

す。生乳価格の交渉については昨年来いろいろご努力を

いただいております。昨年の交渉、今年４月からの再交

渉を振り返ってみますと、飼料が非常に高騰しており

コストが円単位で上がる状況の中で、コスト上昇分の詳

細なデータを踏まえ各指定団体が乳業者と交渉されまし

た。

　４月値上げ分の交渉については、３０年来の円単位の

要求であり、減産計画の中で需給は改善しましたが、値

上げをした場合、飲用需要が大きく落ちるのではないか

との懸念もあり、末端価格から考えると生産者は３円と

いう事で妥結しております。

　それ以降も配合飼料価格をはじめとする生産コストが

非常に高騰しており、現在、指定団体は２０年度乳価の

期中改訂交渉に取り組んでおられます。

　国の加工原料乳補給金におきましても不足払い法施行

以来初めて期中改訂がなされました。補給金単価の算

定において北海道の生産コスト変化率が２月の段階で

9.5％、その後の変化率は 12.34％となっており今回

の期中改定となりました。

　飲用乳価についても生産コストが非常に上がっており

値上げ要求をされていますが、去年の夏と状況が非常に

変わっていると感じるのは乳業者もコストを真摯に聞い

ていただける事です。中身がどうなのか、前回の時はほ

とんど中身について聞いておられないが今回は詳細に聞

いておられるとの情報であります。

国の理解醸成委員会では消費者団体の方々もいろいろな

物が値上がりしており、根拠のはっきりした物について

はやむを得ないが便乗値上げは困りますというスタンス

をとられています。

　したがって今回のようにコスト上昇分を公にして説明

し交渉するのが一番重要ではないかと思います。私ども

は直接的な交渉者ではないのでそういったデータ、情報

を指定団体に供給していく仕事をさせていただきます。

　更に全体の乳業メーカー、量販店等に理解を求めるべ

く中央の乳業３団体に対しまして文書で指定団体会長会

されております。都府県対策交付金の趣旨は乳価が上が

るまで国が立て替えているという側面もありますが、取

組の一つ一つが自給飼料基盤に立脚した経営構造に持っ

ていく、あるいは国内飼料資源を活用していく等の要件

をクリアすれば交付の対象になるように措置をしていま

す。

　しかし、どうしても吸収できないコストは価格転嫁し

ていかなければなりませんが流通コストの削減努力を怠

る事無く行う必要があり、農水省もＣＳ再編等のハード

の部分、ソフトの部分について継続的な実施を含め、今

後のどのような対策が必要なのか考えて行きたいと思っ

ています。集送乳については合理化計画を立てて頂いて

おりますが、改めて進捗状況について報告をお願いした

いと思っています。

　指定団体の機能強化は会長がおっしゃられた通りであ

り、各会員の皆様方が権限をスムーズに指定団体に移し

ていただく事にかかっていますが早急に対処していただ

く事が必要だろうと思っています。足元を固めた上で今

後本格化する乳価交渉に臨んでいただき、併せてメー

カーにお願いするだけではなく量販店、消費者への理解

醸成の活動を指定団体、会員の皆様が出向いてお話いた

だく事もお願いをしたいと思います。

　関係者が知恵を出し合い、酪農家の痛みを分かち合い

この難局をみんなで乗り切っていたいと思っております

ので今後とも行政へのご理解ご協力を改めてお願いし、

ご出席の皆様方と千葉会長のもと一丸となって指定団体

のますますの発展がはかられますようご健勝を祈念いた

しまして挨拶とさせていただきます。
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総会に寄せて 挨 拶 要 旨
議と中央酪農会議で要請をさせていただきました。厳し

い酪農経営の現状を理解していただき指定団体の要求し

ている内容にご理解をいただきたいという要請です。さ

らに量販店ではジャスコ本社、生協といったところに中

央段階で出来る事をやっていきたい。

　消費者に対しましては、農水省の方で理解醸成運動を

やっていただいております。また今年初めて制定されま

した６月１日の牛乳の日を契機に街頭に出て消費者に対

する理解醸成活動をして、今後も各指定団体でもいろい

ろと活動していただきたいとお願いしております。

　早急に乳価値上げをして酪農経営が継続できるよう生

乳を販売する組織としてご努力をお願いいたすとともに

コストが日々上がる中で乳価が値上がりするまでの間、

政府による緊急対策をいただきました。各県にご迷惑を

おかけしておりますが、酪農家の経営の厳しさをご理解

いただき、県知事の特認事業に重点が置かれたことから

参加率は上がってきています。７月末の第１回目の支払

いの手続きを整えたわけですが、追加対策を実施される

際の要件としては既存対策を実施していないと参加でき

ないわけであり、それならば既存対策に参加したいとい

う意見もあり若干申込み期間を延ばしてできるだけ多く

の方が恩恵を受けられるようにと事務を進めていますの

でご協力よろしくお願いいたします。事業の仕組み上廃

業を予定されている方は参加できないので１００％とは

なりませんが９０％強というのが最終のカバー率かと感

じており、それよりも低い会員団体の方々にはご指導を

お願いしたいと思います。

　２点目は需給の問題であります。２ヵ年続きの減産計

画でご迷惑をおかけしましたが脱脂粉乳の過剰在庫は一

掃され増産型の計画生産に持ち込む事ができました。

計画生産実績は他の指定団体が昨年後半から落ち込んで

いる中で中国管内ではほぼ計画通りとなっています。

　20 年度に入り都府県の生産は計画を下回っている一

方、飲用消費は傾向としては減少しておりますが、今年

４月からの値上げ分について大きく落ち込むことはあり

ませんでした。したがってＪ - ミルク予測の飲用需要を

上回っており、都府県の生産が落ちている事で需給が９

月頃には逼迫する状況になるのではないかと懸念してい

ます。また北海道では伸びていますが、今年からチーズ

工場が稼動を始めており都府県に送る生乳が制約される

ため都府県では厳しい需給が続くのではないかと考えて

います。

　先ほど渡辺班長のご挨拶にもありましたように、都府

県においてもできる力を最大限発揮され安定的に生乳供

給していただきたいと農林省からのご指導もあり、中酪

としてこれを知らしめるパンフレットも作成中でありま

す。

　飲用は堅調とはいえ消費は右肩下がりであり、都府県

の酪農を安定させるためにどうしても飲用消費を伸ばす

必要があると思います。拠出金をいただいている牛乳に

相談だのキャンペーンが今年で４年目であり実績を上

げるべき努力はしていますが、なかなか効果が見えづら

いところでございます。特に中高生を対象に消費拡大を

狙っており７月２０日からテレビキャンペーンをやって

います。学乳が中止になる夏休みに合わせ消費拡大をや

ろうという事で、今回は直接的に牛乳消費を訴えていま

す。今までのイメージ戦略で牛乳への好感度は定着しま

した。これからは飲んでいただかなければ実績にならな

いという事で牛乳相談会シリーズを何本か作って夏休み

期間中にやって行きたいと思っています。さらに酪農理

解醸成の活動につきましても牛乳に相談だキャンペーン

の一環としてテレビだけでなく街頭でのＰＲもやってい

こうと考えています。

　２つの点を申しましたが、酪農情勢が非常に厳しいお

り指定団体は何ができるのかというご批判と合わせ中酪

のあり方につきましてもいろいろなご批判もでておりま

す。

　足元を固め、指定団体と相談しながらどういった事に

重点をおいて仕事ができるか検討しているところです。

会員の皆様方にもご協力いただき、酪農家が継続できる

ような、有利に販売できるような仕組みを作りたいと思

いますのでご指導のほどよろしくお願いいたし、ご挨拶

に変えさせていただきます。

平成19年度　

会員別受託販売
実  績

（単位：kg）

大 山 乳 業 農 協

全 農 島 根 県 本 部

お か や ま 酪 農 協

広 島 県 酪 農 協

山 口 県 酪 農 農 協

　 合 　 計 　

平成19年度

用途別販売実績

※成分加算金並びに暫定乳価精算分は含まず　（公共並びに九州再販含む）（単位：販売数量/kg・販売金額/円）

（おかやま酪農協のみ公共含む）

5,263,696.3

5,080,424.5

9,160,536.9

4,897,010.4

1,785,081.0

26,186,749.1

1　月 2　月
対前年比

103.1%

103.5%

101.0%

99.6%

97.6%

101.4%

5,719,580.5

5,543,279.6

9,994,402.7

5,317,501.4

1,941,193.0

28,515,957.2

3　月
前年比前年比

5,572,966.9

5,390,537.2

9.621,755.5

5,211,548.2

1,855,522.0

27,652,329.8

102.0%

100.8%

98.7%

96.9%

94.8%

99.1%

前年比

99.9%

99.5%

97.8%

97.5%

95.4%

98.3%

64,680,642.6

62,186,739.0

113,692,014.7

60,915,306.3

21,707,817.0

323,182,519.6

101.6%

99.8%

97.2%

96.5%

94.6%

98.2%

4～3月累計

17,139,665.3

2,589,419.7

4,186,342.1

1,303,393.0

1,038,864.0

19,182.0

26,276,866.1

2,444,546,092

2　月1　月
構成比前年比

99.6%

104.4%

109.3%

88.5%

108.1%

111.7%

101.2%

101.2%

18,063,999.2

2,203,275.2

4,305,238.5

2,168,207.0

1,011,568.0

20,134.0

27,772,421.9

2,546,530,023

95.7%

103.3%

102.3%

112.2%

104.7%

95.4%

98.7%

98.3%

19,397,109.6

1,651,193.0

4,762,666.6

1,534,761.0

1,245,651.0

21,029.0

28,612,410.2

2,632,396,056

3　月
前年比

98.5%

97.3%

105.9%

80.4%

87.0%

101.2%

97.8%

98.4%

前年比前年比

218,353,251.2

24,515,361.9

54,954,296.6

14,415,994.0

11,931,937.0

241,789.0

324,412,629.7

30,171,844,625.0

95.1%

99.2%

105.2%

101.2%

104.1%

102.8%

97.6%

97.3%

67.3%

7.6%

16.9%

4.4%

3.7%

0.1%

100.0%

4～3月累計

飲 用 牛 乳 向 け

学 校 給 食 向 け

はっ酵乳等向け

特定乳製品向け

生クリーム等向け

チ ー ズ 向 け

合 計

販売量

販売量

販売量

販売量

販売量

販売量

販売量

販売額

▼
事
業
経
過
報
告
（
平
成
二
十
年
一
月
〜
三
月
）

1
月
22
日　

指
定
団
体･

全
国
連
実
務
責
任
者
会
議

（
東
京
）

1
月
23
日　

会
員
実
務
責
任
者
会
議
（
広
島
市
）

1
月
24
日　

第
4
回
需
給･

取
引
専
門
部
会（
東
京
）

1
月
28
日　

和
田
氏
旭
日
双
光
章
受
賞
祝
賀
会	

（
徳
島
市
）

　
　
　
　
　

平
成
20
年
度
学
校
給
食
用
牛
乳
供
給
業

に
係
る
乳
業
者
か
ら
の
見
積
徴
収

　
　
　
　
　
（
岡
山
）

1
月
29
日　

西
日
本
実
務
責
任
者
会
議
（
福
岡
）

　
　
　
　
　

石
見
銀
山
農
協
酪
農
部
会
新
年
会

　
　
　
　
　
（
島
根
）

1
月
31
日　

指
定
団
体･

全
国
連
実
務
責
任
者
会
議

　
　
　
　
　
（
東
京
）

2
月
5
日　

酪
農
乳
業
懇
談
会
（
広
島
市
・
岡
山
市
）

2
月
6
日　

酪
農
情
勢
研
修
会
並
び
に
新
年
会

　
　
　
　
　
（
広
島
市
）

2
月
7
日　

㈳
中
酪
第
２
９
４
回
理
事
会
（
東
京
）

2
月
8
日　

山
口
県
酪
農
振
興
戦
略
会
議
（
山
口
）

2
月
9
日　

牛
乳
市
民
講
座
（
岡
山
）

2
月
11
日　

会
員
実
務
責
任
者
会
議
（
広
島
市
）

2
月
14
日　

指
定
団
体･

全
国
連
実
務
担
当
者
会
議

（
東
京
）

2
月
18
日　

第
12
回
理
事
会
（
広
島
市
）　

2
月
26
日　

指
定
団
体･

全
国
連
実
務
責
任
者
会
議

（
東
京
）

2
月
27
日　

20
年
度
の
生
乳
及
び
牛
乳
乳
製
品
の
需

給
見
通
し
等
の
説
明
会
（
岡
山
）

2
月
28
日　

生
乳
格
付
検
査
補
助
員
会
議
（
岡
山
）

3
月
4
日　

乳
業
再
編
中
国
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会

（
岡
山
）

	

生
乳
安
全
安
心
島
根
県
協
議
会（
島
根
）

3
月
5
日　

㈳
中
酪
第
２
９
５
回
理
事
会
・
通
常
総

会･

会
長
懇
談
会
（
東
京
）

	

会
員
実
務
責
任
者
会
議
（
広
島
市
）

3
月
11
日　

ひ
ろ
ら
く
女
性
グ
ル
ー
プ
連
絡
協
議

会｢

意
見
交
換
・
交
流
会
、講
演
会｣
（
三

次
市
）

3
月
12
日　

第
13
回
理
事
会
（
広
島
市
）

3
月
14
日　

第
5
回
生
乳
受
託
販
売
委
員
会

　
　
　
　
　
（
広
島
市
）

　
　
　
　
　

第
14
回
理
事
会
（
広
島
市
）	

	

生
乳
の
安
全
安
心
の
確
保
の
た
め
の
担

当
者
会
議
（
東
京
）

	

都
府
県
指
定
団
体
・
全
国
連
実
務
責
任

者
会
議
（
東
京
）

3
月
17
日　

第
14
回
理
事
会
全
酪
連
ブ
ロ
ッ
ク
別
会

長
・
組
合
長
会
議
（
大
阪
）

	

山
口
県
酪
農
振
興
戦
略
会
議
（
山
口
）

	

平
成
19
年
度
生
乳
輸
送
対
策
会
議

　
　
　
　
　
（
島
根
）

3
月
18
日　

第
6
回
生
乳
安
全
安
心
中
国
地
域
協
議

会
（
岡
山
）

3
月
19
日　

西
日
本
実
務
責
任
者
会
議
（
大
阪
）

3
月
24
日　

第
7
回
生
乳
の
安
全
安
心
の
確
保
の
た

め
の
全
国
協
議
会
（
東
京
）

3
月
25
日　

指
定
団
体･

全
国
連
実
務
責
任
者
会
議

（
東
京
）

3
月
26
日　

中
国
地
区
酪
農
乳
業
懇
談
会（
福
山
市
）

3
月
28
日　

広
島
市
酪
農
振
興
協
議
会
講
演
会	

（
広
島
市
）
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　☆はじめに

　原油・穀物及び鉱物等の需給事情の世界的な変化と投

機マネーの暗躍で資源は同時高騰現象をもたらし、輸入

依存の我が国経済は物価上昇ラッシュと個人所得の停滞

によるスタグフレーションへの移行が懸念されていま

す。

　酪農経営の窮状は更に厳しく、今年４月から３円の乳

価値上げも配合飼料価格を始めとする天井知らずのコス

ト上昇にかき消され、経営意欲の低下－廃業者の加速－

生産基盤の弱体化へと負の連鎖をもたらしています。

　この連鎖を断ち切るには、再生産可能な乳価の実現以

外に方途は見出せないことから中販連は７月７日の生乳

受託販売委員会 ( 以下、販売委 )・理事会を皮切りに平

成 20 年度乳価の追加値上げ交渉に取り組んでいます。

　２ヶ月近くを経過する今日、朗報がお伝えできないも

どかしさを痛感しておりますが、交渉はまさに正念場に

直面しております。

　以下、交渉状況につきましてご報告します。

　☆追加値上げ要求内容の決定

( 要求額 10 円 /㎏、10 月改定 )……販売委・理事会
　今年４月から飲用等向け乳価３円／㎏ ( 加工向けは５

円強、学乳据え置き ) の値上げが実行されています。

　ご高承の通り、中間合意を含み 20 年度乳価交渉は酪

農現場の合理化努力を越えるコストをテーブルに置くこ

とについて乳業側もこれを理解し、３円の位置付けは平

成 18 年度後半から高騰に転じた流通飼料価格の昨年９

月までの上昇額に相当します。

　しかし、その後の異常な高騰が生産基盤の弱体化につ

ながる負の循環の元凶となっています。

　他方、４月以降の小売価格値上げ ( 川下転嫁 ) による

消費影響については、懸念された程の減少を見せずに推

移しました。

　このような情勢を踏まえ、指定団体は 20 年度乳価の

第２弾となる追加値上げ交渉に取り組むこととなりまし

た。

　中販連は７月７日に販売委及び理事会を開催し、次期

交渉に臨むに当っての交渉方針を協議し①要求額 10 円

／㎏②改定期日 20 年 10 月 1 日を基本事項とする決

定を行いました。

＜備考１＞要求額は、中間合意となった 20 年度乳価前

倒し交渉時の要求根拠とした国の生乳生産費

調査結果における平成 18 年度～ 20 年度ま

での流通飼料 ( 配合飼料、乾牧草、単味原料等 )

の上昇額試算値約 12 円／㎏。

　　　　　別途、同期間における光熱動力費（原油高騰

の反映）の上昇試算値約１円／㎏を加えた合

計 13 円／㎏をベースに、４月からの値上げ

額３円／㎏を差し引き 10 円／㎏とした。

＜備考２＞農水省は７月開催の「飼料価格高騰等の畜産

を巡る状況変化への理解醸成中央協議会」に

おいて配合飼料に限定した都府県のコスト上

昇額の試算値を示しました。

　　　　　それによると、今年７〜９月の配合飼料価格

は平成１８年同期に比べ生乳価格換算で９円

／㎏の上昇。今年４月からの３円値上げ分を

差し引いた実質のコスト上昇額は６円／㎏と

なっています。

　☆今日までの主要交渉経過

　販売委・理事会 ( ７月７日 ) の決定を受け、中販連は

全国情勢の情報収集に努め、要求実現に向けた交渉に着

手しました。主要経過は以下の通りです。

＜乳業者との交渉＞
７月　８日　取引先乳業者への要求文書送付

　　　　　　⇩

７月１４日　広島県主要乳業者への要求額根拠説明及び

回答要求

７月１７日　岡山県主要乳業者への要求額根拠説明及び

回答要求

７月２３日　島根県主要乳業者への要求額根拠説明及び

回答要求

　　　　　　⇩

８月　１日　広島県主要乳業者からの第１次回答提示

( 個別交渉 )

８月　２日　岡山県主要乳業者からの第１次回答提示

( 個別交渉 )

（回答要約）

◎酪農家の経営窮状による乳価値上げに理解及ぶが、有

額水準及び改定時期回答への時間猶予を希望。

◎４月以降における小売市場の混乱と乳業者間の相互

不信

◎プライスリーダー先行への期待

　　　　　　⇩

８月　９日　取引先乳業者への乳価早期合意要請文書送

付

　　　　　　⇩

８月１３日　管内農系乳業者への協力要請

８月１９日　大手乳業３社への上京要請

　～２０日　…大手３社間に相互牽制姿勢露呈

８月２１日　管内主要乳業者と販売委員との乳価

　　　　　　情勢意見交換

８月２２日　広島県・岡山県主要乳業者からの

～２５日　　第２次回答提示（個別交渉）

（回答要約）

◎大手を除く地場乳業者はプライスリーダー追随を意思

表明。……値上げ覚悟の姿勢を表明

（備考）管内立地の大手である明治乳業は、中間合意の

先行役となったが４月（小売価格値上げ）以降

の第１四半期における営業不振の原因が小売価

格の格差拡大により同社牛乳から低価格の他社

に移行したものと分析。乳価問題は失地挽回に

経費を投じた第２四半期の動向を見て回答を出

す方針。

＜関係団体との情報交換、要請等＞
８月　４日　西日本指定団体協議会

８月　６日　全国農協乳業協会中四国九州ブロック会議

８月　７日　全国指定団体長懇談会

＜流通・消費者団体への理解醸成活動＞
８月１１日　マックスバリュー西日本 ( イオングループ )

（回答要約）

◎４月から小売価格を値上げしたが、周辺の競合店との

競争関係が厳しい地区においては対抗上、元の価格に

戻さざるを得ない店舗が生じている。乳業界の協調性

が見受けられない。

８月２５日　コープＣＳネット ( 中四国生協の事業連合

組織 )

（回答要約）

◎酪農家の窮状は理解できる。会員生協組織に要請内容

を伝える。

＊乳業者に対し、取引先量販店への理解醸成に係る要請

の取次ぎを依頼 ( 別掲 )。

　☆回答は乳業の酪農窮状への理解に期待

…９月が交渉正念場
　上記の交渉経過から、地場乳業者には値上げへの理解

が浸透したものと総括できることから、仕上げに向けた

交渉の舞台はプライスリーダーの出番を待つ段階にあ

ります。

　プライスリーダーは常識的には大手３社 ( 明治・森永・

メグミルク ) からの出現となります。

　幸いにして、３社とも酪農窮状への理解が及び要求

額を意識した社内検討が行われていますが、９月を間

近に控えた今日においても具体的回答の提示に至って

いません。

　その背景には、要求乳価が社内吸収不可能な高額水

準にあり川下転嫁への労力は４月改定時の比でないこ

とや４月の乳価値上げ以降における営業実績の明暗が

川下転嫁を巡る乳業者間の相互不信、更には小売業界

の過当競争等の要因が挙げられます。

　このことは、生産者として乳価実現に向け静観できな

いものであり、消費者と並行して特に今回は流通小売業

界の理解醸成への積極的な取り組みが必要とされます。

　このたびの乳価交渉は、目先の生乳需給関係でなく酪

農基盤の再構築を期することにあり、且つ、要求額の

組み立てに生産費をベースに置いたことは今後の乳価

交渉のルール化に一石を投ずる位置付けともなります。

　交渉は９月が正念場となります。引き続き会員組織を

通じ交渉経過の情報提供に努めて参りますのでご理解・

ご支援の程よろしくお願いします。

平成２０年度乳価追加値上げ交渉に全力傾注
……流通飼料高騰を背景に 10 円／㎏を要求

新鮮な地元産牛乳の安定生産のために

（　要　　請　）
　謹啓、時下益々ご清祥のこととお慶び申し上げます。

　平素より、牛乳の普及促進には多大なご理解を賜り衷心より厚くお礼申し上げ

ます。

　お蔭をもちまして、国民の健康増進への関心が高まる中で、牛乳は鮮度と風味

に溢れた身近な健康食品としての評価をいただいております。

　しかしながら、牛乳の原料供給を担う酪農現場に激震が走っております。

　現下の酪農情勢は、世界の穀物相場の高騰に起因する配合飼料価格を始めとす

る生産コスト上昇の直撃を受けて未曾有の経営窮状を余儀なくされ、廃業者の多

発に連動して生乳生産基盤の低下が進行しております。

　加えて、今夏の異例の猛暑が生乳生産の低下に拍車をかける実態にあり、かか

る事態が放置されるならば生乳需給における供給不足の構造化が危惧されます。

　もはや、生乳生産基盤の復元にあたっては合理化努力の域を超えるコスト部分

を吸収する以外に活路が見出せない実態にあります。

　このような中、牛乳価格は各位及び消費者のご理解の下に今春以降において

30 年振りの値上げを見ているところでありますが、酪農現場の再生産可能な水

準には及ばず、その後においても飼料価格等の生産コストは上昇の一途にありま

す。

このため、当連合会は管内生産者の総意の下に再生産可能な原料乳価として 10

円 /㎏ の再値上げの実現を期するべく、消費者はもとより流通・量販店関係各位

に対しご理解の醸成に取り組むことといたしました。

　今後とも、管内生産者は新鮮な地元産牛乳へのご愛顧にお応えするため原料乳

の安定生産に努める所存であります。

　各位におかれましては、事情ご斟酌のうえご理解を賜りますようお願い申し上

げます。

敬　具　

　　関 係 各 位

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成２０年８月

　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　中国生乳販売農業協同組合連合会

　　　　　　　　　代表理事会長　千　葉　靖　代
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▼
事
業
経
過
報
告
（
平
成
二
十
年
一
月
〜
三
月
）

4
月
1
日　

公
正
取
引
委
員
会
来
会

4
月
3
日　

会
員
実
務
責
任
者
会
議
（
広
島
市
）

4
月
5
日　

広
島
酪
農
振
興
協
議
会
（
広
島
市
）

4
月
8
日　

西
日
本
指
定
団
体
実
務
責
任
者
会
議　

（
大
阪
）

　
　
　
　
　

酪
農
乳
業
懇
話
会
〜
9
日
ま
で（
津
山
）

4
月
15
日　

第
1
回
消
費
拡
大
担
当
者
会
議

　
　
　
　
　
（
東
京
都
）

4
月
18
日	

第
９
回
牛
乳
消
費
拡
大
促
進
委
員
会	

（
東
京
都
）

4
月
22
日	

指
定
団
体
実
務
責
任
者
会
議（
東
京
都
）

4
月
23
日	

都
府
県
酪
農
緊
急
経
営
強
化
対
策
事
業

説
明
会
（
東
京
都
）

4
月
24
日　

需
給
・
取
引
専
門
部
会
（
東
京
都
）

4
月
25
日　

地
域
交
流
牧
場
全
国
連
絡
会
第
43
回
・

第
44
回
理
事
会
及
び
第
９
回
代
議
委
員

会
（
東
京
都
）

4
月
30
日	

生
乳
販
売
特
別
委
員
会
（
島
根
県
）

5
月
1
日　

指
定
団
体
会
長
懇
談
会
（
東
京
都
）

5
月
9
日　

第
1
回
理
事
会
・
第
1
回
監
事
会

　
　
　
　
　
（
広
島
市
）

5
月
12
日　

都
府
県
酪
農
緊
急
経
営
強
化
対
策
事
業

の
協
議
会
打
合
せ
（
鳥
取
県
）

5
月
14
日	

地
域
交
流
牧
場
全
国
連
絡
会
平
成
20
年

度
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
（
岡
山
市
）

5
月
17
日	

会
員
実
務
責
任
者
会
議
（
広
島
市
）

5
月
19
日	

岡
山
県
酪
農
緊
急
経
営
強
化
推
進
協
議

会
立
上
げ
（
津
山
市
）

　
　
　
　
　

鳥
取
県
酪
農
緊
急
経
営
強
化
推
進
協
議

会
設
立

5
月
21
日	

山
口
県
酪
農
緊
急
経
営
強
化
推
進
協
議

会
設
立
総
会

5
月
22
日	

第
２
回
理
事
会
（
広
島
市
）

5
月
27
日	

島
根
県
乳
業
協
会
通
常
総
会（
松
江
市
）

5
月
28
日	

Ｊ
ミ
ル
ク
通
常
総
会
（
東
京
都
）	

広
島
県
酪
農
乳
業
定
例
会
議（
広
島
市
）

5
月
29
日　

第
２
回
消
費
拡
大
担
当
者
会
議

　
　
　
　
　
（
東
京
都
）

　
　
　
　
　

岡
山
県
酪
農
定
例
協
議
会
（
岡
山
市
）

5
月
30
日	

第
２
回
監
事
会
（
広
島
市
）

6
月
2
日　

農
政
局
常
例
検
査
〜
６
日
（
広
島
市
）

　
　
　
　
　

第
１
回
広
島
県
酪
農
緊
急
経
営
強
化
推

進
協
議
会
（
広
島
市
）

6
月
4
日　

中
国
・
四
国
・
九
州
地
域
農
協
乳
業
協

議
会
通
常
総
会
〜
５
日
（
松
山
市
）

6
月
5
日　

生
乳
販
売
特
別
委
員
会
（
島
根
県
）

6
月
6
日	

農
政
局
常
例
検
査
講
評
（
広
島
市
）

6
月
9
日	

島
根
県
酪
農
緊
急
経
営
強
化
推
進
協
議

会
（
島
根
県
）

6
月
10
日	

山
口
県
酪
農
振
興
戦
略
会
議（
山
口
県
）

　
　
　
　
　

山
口
県
酪
農
緊
急
経
営
強
化
推
進
協
議

会
山
口
県
）

6
月
11
日	

西
日
本
指
定
団
体
実
務
責
任
者
会
議	

（
大
阪
府
）

6
月
16
日　

会
員
実
務
責
任
者
会
議
（
広
島
市
）

6
月
17
日	

第
３
回
理
事
会
（
広
島
市
）

6
月
20
日	

指
定
団
体
・
全
国
連
実
務
責
任
者
会
議	

（
東
京
都
）

6
月
24
日	

第
10
回
通
常
総
代
会
（
岡
山
県
）

　
　
　
　
　

平
成
２
０
年
度
臨
時
総
会
、
第
２
９
６

回
理
事
会
、
会
長
懇
談
会
（
東
京
都
）

6
月
26
日　

生
乳
販
売
委
員
会
（
島
根
県
）

　
　
　
　
　

島
根
県
酪
農
緊
急
経
営
強
化
推
進
協
議

会	

（
島
根
県
）

7
月
1
日	

平
成
２
０
年
度
畜
産
業
振
興
事
業
説
明

会
（
東
京
都
）

7
月
4
日	

中
国
三
県
購
買
事
業
推
進
研
究
会
〜
5

日
（
三
次
市
）

7
月
7
日　

第
4
回
理
事
会
（
広
島
市
）

　
　
　
　
　

第
1
回
生
乳
受
託
販
売
委
員
会
（
広
島

市
）

7
月
8
日　

全
酪
連
ブ
ロ
ッ
ク
別
会
長
・
組
合
長
会

議
（
大
阪
府
）

7
月
9
日　

第
7
回
広
島
県
酪
農
乳
業
懇
親
会

　
　
　
　
　
（
廿
日
市
市
）

　
　
　
　
　

都
府
県
酪
農
緊
急
経
営
強
化
対
策
事
業

説
明
会
（
東
京
都
）

7
月
10
日　

指
定
団
体
会
長
懇
談
会
（
東
京
都
）

　
　
　
　
　

岡
山
県
酪
農
定
例
協
議
会
（
岡
山
市
）

7
月
14
日　

広
島
県
酪
農
定
例
協
議
会
（
広
島
市
）

7
月
15
日　

第
７
回
通
常
総
会
（
津
山
市
）

7
月
16
日	

会
員
実
務
責
任
者
会
議
（
広
島
市
）

7
月
17
日　

第
1
回
学
乳
専
門
部
会
（
東
京
都
）

7
月
22
日	

指
定
団
体･

全
国
連
実
務
責
任
者
会
議

（
東
京
都
）

7
月
23
日	

酪
農･

乳
業
懇
談
会
〜
24
日（
松
江
市
）

7
月
25
日　

通
常
総
会
（
広
島
市
）

7
月
29
日	
生
乳
取
り
引
き
に
係
る
打
合
せ
に
つ
い

て
（
広
島
市
）

7
月
30
日	

　

平
成
20
年
度
第
1
回｢

生
乳
の
安
全

･

安
心
の
確
保
の
た
め
の
取
り
組
み｣

　
　
　
　
　

指
定
団
体
担
当
者
会
議
（
東
京
都
）

8
月
1
日　

平
成
20
年
度
乳
価
交
渉
（
広
島
市
）

8
月
2
日　

平
成
20
年
度
乳
価
交
渉
（
岡
山
市
）

8
月
4
日　

西
日
本
指
定
団
体
協
議
会
議
〜
5
日	

（
神
戸
市
）

　
　
　
　
　

生
乳
広
域
検
査
体
制
設
立
に
係
る
事
前

協
議
（
岡
山
市
）

8
月
6
日　

平
成
20
年
度
農
協
乳
業
協
会
ブ
ロ
ッ
ク

会
議
（
博
多
）

8
月
7
日　

中
国
地
域
酪
農
教
育
フ
ァ
ー
ム
推
進
委

員
会
（
広
島
市
）

　
　
　
　
　

指
定
団
体
会
長
及
び
指
定
団
体
・
全
国

連
実
務
責
任
者
会
議
（
東
京
都
）

8
月
8
日　

会
員
担
当
者
会
議
（
広
島
市
）

8
月
11
日　

生
乳
広
域
検
査
体
制
設
立
に
係
る
事
前

協
議
（
岡
山
市
）

8
月
12
日　

三
次
市
酪
農
振
興
協
議
会
（
三
次
市
）

8
月
13
日	

農
系
乳
業
と
の
乳
価
情
勢
交
換

　
　
　
　
　
（
岡
山
市
）

8
月
18
日	

会
員
実
務
責
任
者
会
議
（
広
島
市
）

8
月
21
日　

第
７
回
理
事
会
・
生
乳
受
託
販
売
委
員

会
・
酪
農
乳
業
情
勢
意
見
交
換
会

　
　
　
　
　
（
広
島
市
）

8
月
22
日	

乳
価
交
渉
促
進
に
係
る
個
別
交
渉

　
　
　
　
　
（
広
島
市
）

8
月
23
日	

乳
価
交
渉
促
進
に
係
る
個
別
交
渉	

（
岡
山
市
）

8
月
25
日　

乳
価
交
渉
促
進
に
係
る
個
別
交
渉	

（
広
島
市
）

8
月
26
日	

指
定
団
体
実
務
責
任
者
会
議（
東
京
都
）

平成20年度　

会員別受託販売
実  績

（単位：kg）

大 山 乳 業 農 協

全 農 島 根 県 本 部

お か や ま 酪 農 協

広 島 県 酪 農 協

山 口 県 酪 農 農 協

　 合 　 計 　

平成20年度

用途別販売実績

※成分加算金並びに暫定乳価精算分は含まず　（公共並びに九州再販含む）（単位：販売数量/kg・販売金額/円）

（おかやま酪農協のみ公共含む）

5,319,658.2

5,057,073.3

9,008,650.4

5,062,421.1

1,722,229.0

26,170,032.0

7　月
前年比

99.5%

100.1%

95.2%

99.9%

95.6%

97.9%

22,347,806.5

21,567,890.3

38,429,877.7

20,762,732.6

7,377,529.0

110,485,836.1

4 月～7 月　累　計
前年比

101.4%

101.4%

97.5%

99.2%

96.9%

99.3%

18,043,433.6

1,714,282.2

4,808,611.2

697,298.0

963,615.0

22,884.0

26,250,124.0

2,527,062,979

7　月
前年比 構成比

96.7%

103.1%

101.6%

73.1%

119.4%

112.9%

97.8%

100.9%

73,207,933.6

8,707,913.5

19,366,945.0

4,486,248.0

4,974,035.0

87,224.0

110,830,299.1

10,622,640,683.0

66.0%

7.9%

17.5%

4.0%

4.5%

0.1%

100.0%

前年比

97.7%

100.4%

103.2%

89.2%

17.0%

114.8%

99.2%

102.1%

4 月～7 月　累　計

飲 用 牛 乳 向 け

学 校 給 食 向 け

はっ酵乳等向け

特定乳製品向け

生クリーム等向け

チ ー ズ 向 け

合 計

販売量

販売量

販売量

販売量

販売量

販売量

販売量

販売額

平成20年度　

会員別受託販売
実  績

（単位：kg）

大 山 乳 業 農 協

全 農 島 根 県 本 部

お か や ま 酪 農 協

広 島 県 酪 農 協

山 口 県 酪 農 農 協

　 合 　 計 　

平成20年度

用途別販売実績

※成分加算金並びに暫定乳価精算分は含まず　（公共並びに九州再販含む）（単位：販売数量/kg・販売金額/円）

（おかやま酪農協のみ公共含む）

5,650,662.8

5,488,055.6

9,825,968.8

5,199,838.5

1,896,379.0

28,060,904.7

4　月
前年比 前年比

101.0%

100.5%

97.8%

98.0%

97.0%

98.9%

5,881,015.4

5,715,955.4

10,186,537.9

5,399,931.6

1,952,536.0

29,135,976.3

5　月
前年比

102.4%

102.6%

98.6%

98.7%

97.8%

100.1%

5,496,470.1

5,306,806.0

9,408,720.6

5,100,541.4

1,806,385.0

27,118,923.1

102.6%

102.4%

98.3%

100.4%

97.2%

100.3%

6　月

18,673,267.3

1,826,239.6

4,812,119.8

1,410,318.0

1,406,890.0

20,789.0

28,149,623.7

2,678,500,160

4　月
前年比 前年比

97.9%

107.3%

105.5%

78.3%

105.8%

112.9%

98.8%

102.3%

18,923,480.4

2,482,691.7

5,011,510.2

1,404,137.0

1,383,063.0

22,402.0

29,227,284.3

2,796,272,421

5　月
前年比

98.0%

95.3%

105.2%

104.8%

115.3%

115.8%

100.0%

102.7%

17,567,752.3

2,684,700.0

4,734,703.8

974,495.0

1,220,467.0

21,149.0

27,203,267.1

2,620,805,123

98.2%

99.2%

100.8%

104.4%

133.2%

117.6%

100.1%

102.7%

6　月

飲 用 牛 乳 向 け

学 校 給 食 向 け

はっ酵乳等向け

特定乳製品向け

生クリーム等向け

チ ー ズ 向 け

合 計

販売量

販売量

販売量

販売量

販売量

販売量

販売量

販売額
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編

集

後

記

　

今
回
の
機
関
誌
は
総
会
特
集
号
と
い
う
事

で
、
総
会
へ
上
程
、
可
決
さ
れ
た
議
案
及
び

審
議
の
経
過
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

第
９
年
度
（
平
成
２
０
年
度
）
も
継
続
し

て
指
定
生
乳
生
産
者
団
体
の
役
割
を
十
分
果

た
せ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

現
状
の
酪
農
経
営
は
穀
物
、
原
油
価
格
の

高
騰
に
よ
り
未
曾
有
の
酪
農
経
営
の
窮
状
に

直
面
し
、
廃
業
者
の
多
発
、
ま
た
猛
暑
の
影

響
が
追
い
打
ち
を
か
け
て
い
ま
す
。

業務管理課長

澤 井 正 史

　

職
員
人
事

▼　

解
任
（
平
成
二
十
年
三
月
三
十
一
日
付
）

　

業
務
管
理
課
長
課
長　

大　

畠　

達　

夫

　
（
全
国
酪
農
協
同
組
合
連
合
会
へ
復
帰
）

▼　

新
任
（
平
成
二
十
年
三
月
一
日
付
）

　

業
務
管
理
課
長　

澤　

井　

正　

史

　
（
全
国
酪
農
協
同
組
合
連
合
会
よ
り
出
向
）

　

乳
価
に
よ
る
救
済
措
置
な
き
場
合
に
は
、

生
産
基
盤
に
お
け
る
負
の
連
鎖
は
必
死
で

す
。

　

平
成
２
０
年
度
乳
価
追
加
値
上
げ
に
つ
い

て
、
乳
価
交
渉
の
経
過
を
お
伝
え
し
て
い
ま

す
が
、
乳
業
の
ト
ッ
プ
に
も
酪
農
現
場
の
窮

状
は
理
解
が
及
び
な
が
ら
も
本
誌
に
て
値
上

げ
実
現
の
朗
報
が
お
伝
え
で
き
な
い
も
ど
か

し
さ
を
禁
じ
得
ま
せ
ん
。
正
に
こ
れ
か
ら
正

念
場
と
な
り
ま
す
乳
価
交
渉
へ
の
ご
理
解
、

ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　ホームページ開設のご案内

中国生乳販連では、中国生乳販連

ホームページを開設しています。

会員組織で行われた酪農理解醸成

活動の様子を掲載していますの

で、下記にアクセスしてご覧くだ

さい。

www.dairy.co.jp/chugoku/

93

95

97

99

101

103

105

4 月 5月 6月 7月

全国

北海道

都府県

中国

4　月 

100.0%

103.1%

97.4%

98.9%

平成20年度 総受託乳量(前年比)

5　月 

100.5%

103.6%

97.7%

100.1%

6　月 

100.2%

103.4%

97.1%

100.3%

7　月 

99.0%

103.4%

94.8%

97.9%

全国

北海道

都府県

中国

4　月  

655,790

313,256

342,534

28,061

5　月  

683,574

331,425

352,150

29,136

6　月  

649,714

322,765

326,949

27,119

7　月  

641,622

325,445

316,177

26,170

（単位：トン）

（％）


